
第１部 関東管内の食料・農業・農村の現状

１ 関東管内の農業の特徴

関東管内の総面積は582万ha で全国の15.4％を占める。このうち、耕地面積は75万ha

で全国の17.4％を占める。

地勢は、主に、

ア １都 6 県に広がる日本最大の平野・関東平野とその周辺産地

イ 高冷地・準高冷地からなる長野県や山梨県

ウ 比較的温暖な静岡県（特に沿岸地域）や伊豆大島、八丈島等の島嶼部

から構成され、多様な気候・生育条件の下、地の利を生かした多彩な農業が展開されている。

日本最大の食料消費地である関東では、アクセスのしやすさを生かし、鮮度が求められる

野菜、果実、花き等の生産や、豚肉・鶏卵などの畜産物の生産が盛ん。

大消費地に近い恵まれた立地や多様な需要に応じた生産を行える地域である有利性を生かし、

農業産出額は２兆２千億円と、全国の 約1/4を占める。

【図表1-1-1】 食料品関連事業所数（各都道府県平均）

資料：総務省「令和4年生産農業所得統計」
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２ 関東管内の農業に係る指標

【図表1-2-1】 関東管内の農業に係る指標

総 人 口 ： 4,988万人 日本の総人口（12,435万人）の40.1％

耕 地 面 積 ： 748千ha 日本全体の耕地面積（4,297千ha）の17.4％

基幹的農業従事者 ： 355千人 日本の基幹的農業従事者（1,363千人）の26.1％

（参考）総 農 家 ： 457千戸 日本の総農家数（1,747千戸）の26.2％

農 業 産 出 額： 21,715億円 日本の農業産出額（90,147億円）の24.1％

資料：総務省「令和５年人口推計」、農林水産省「令和５年耕地及び作付面積統計」、「2020年
農林業センサス」、「令和４年生産農業所得統計」
注：「耕地面積」は、田と畑の合計。

【図表1-2-2】 都県別基幹的農業従事者数の推移

記載上の注意点

１：「関東管内」とは、関東農政局が管轄する茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県
山梨県、長野県及び静岡県の総称で、「その他道府県」とは関東管内を除いた37道府県を指す。

２：「生産農業所得統計」の農業産出額について、
１）全国及び関東管内の産出額は都道府県値を積み上げたものである。
２）統計数値については、表示未満の数値を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
３）グラフの（ ）内の値は構成比である。
４）構成比については、表示未満の数値で算出しているため、表示上の数値で算出した構成比と一致しない

場合がある。

資料：農林水産省「農林業センサス」
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３ 国内最大の食料消費地

関東農政局管内の1都9県は、日本の人口の4割を占める国内最大の食料消費地。

訪日外国人の40～50％は成田空港又は羽田空港から入国。この動向も管内の食料消費に影響。

【図表1-3-1】 都県別人口

単位：万人

H22
(2010)

27
(2015)

R2
(2020)

５
(2023)

茨 城 297 292 287 283
栃 木 201 197 193 190
群 馬 201 197 194 190
埼 玉 720 727 735 733
千 葉 622 622 628 626
東 京 1,316 1,352 1,405 1,409
神奈川 905 913 924 923
山 梨 86 84 81 80
長 野 215 210 205 200
静 岡 377 370 363 356
関 東 4,938 4,963 5,014 4,988
（割合） (38.6%) (39.0%) (39.8%) (40.1%)

全 国 12,806 12,710 12,615 12,435

総人口（10月１日現在）

資料：総務省「国勢調査10月１日現在 総人口」、「令和５年人口推計 10月1日現在 総人口」

【図表1-3-2】 訪日外国人客数
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４ 気候等の自然条件

地形の条件や海洋の影響などの要素が相まって、関東管内の気候は多様性に富むものとなっ

ている。年間を通じて温暖な地域、夏季でも冷涼な地域、気温の日較差・年較差が大きく日照

時間が長い地域など地域によって気候条件が異なっている。

【図表1-4-1】 平年の月平均気温の推移 【図表1-4-2】 平年の８月10日の気温の推移

嬬恋村 松本市 静岡市
平均気温 7.4℃ 12.2℃ 16.9℃
（標高） 1,230ｍ 610ｍ 14ｍ

銚子市 甲府市 松本市
日較差 4.0℃ 8.2℃ 9.0℃
（標高） 20ｍ 273ｍ 610ｍ

資料：気象庁「アメダス」 資料：気象庁「アメダス」

【図表1-4-3】 平年の年間日照時間（時間）

嬬恋村 銚子市 静岡市
年間日照時間 1,798時間 2,018時間 2,152時間
（標高） 1,230ｍ 20ｍ 14ｍ

資料：気象庁「アメダス」
注：「平年値」は、平成３年（1991年）から

令和２年（2020年）の30年間の平均値。
３つの地点について、最上位・最下位・

平均の地点を取っている。
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５ 主要農畜産物の生産等の状況

関東管内の農業産出額（令和４（2022）年）は２兆1,715億円で全国の４分の１を占める。

関東管内は、多様な気候・生育条件のもと、野菜、畜産、米、果実等それぞれ全国の中で主

要な生産地となっており、多様な農業が営まれている。

一方で天候に左右されずに新鮮な野菜等を身近に供給できる施設として、植物工場（人工光

型、太陽光型、併用型）の約４分の１が関東管内に設置されている。

【図表1-5-1】 農業産出額（令和４（2022）年）

資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」

【図表1-5-2】 関東各都県の農業産出額の全国順位（令和４（2022）年）

単位：％

農 業 工 芸
産出額 農作物

全国 100 15.5 0.7 24.8 10.3 3.9 1.7 8.8 7.5 6.3
関東 100 12.0 0.4 34.3 11.6 5.2 1.0 6.4 8.2 7.9

24.1 18.5 13.1 33.4 27.4 32.0 14.6 17.5 26.4 29.9
1 北 海 道 新 潟 北 海 道 北 海 道 青 森 愛 知 北 海 道 北 海 道 鹿 児 島 茨 城
2 鹿 児 島 北 海 道 栃 木 茨 城 長 野 千 葉 鹿 児 島 栃 木 北 海 道 鹿 児 島
3 茨 城 秋 田 福 岡 千 葉 山 梨 福 岡 沖 縄 熊 本 宮 崎 岡 山
4 千 葉 山 形 佐 賀 熊 本 山 形 静 岡 静 岡 岩 手 群 馬 千 葉
5 熊 本 宮 城 群 馬 愛 知 和 歌 山 長 野 熊 本 千 葉 千 葉 広 島
6 宮 崎 茨 城 愛 知 群 馬 愛 媛 茨 城 群 馬 群 馬 岩 手 愛 知
7 青 森 福 島 埼 玉 長 野 熊 本 埼 玉 三 重 茨 城 茨 城 栃 木
8 愛 知 千 葉 三 重 栃 木 福 島 北 海 道 京 都 愛 知 栃 木 青 森
9 栃 木 岩 手 熊 本 埼 玉 静 岡 鹿 児 島 宮 崎 岡 山 愛 知 群 馬
10 長 野 栃 木 岡 山 福 岡 岡 山 熊 本 長 崎 宮 城 熊 本 北 海 道

豚 鶏 卵

構成比

  米 麦 類 野 菜

関東の全国シェア

全
国
順
位

果 実 花 き 生 乳

資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」

【図表1-5-3】 関東管内植物工場数

年 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 山梨 長野 静岡 関東局 全国
2021 16 8 6 8 18 12 11 10 11 14 114 390
2022 17 7 6 7 18 14 9 8 11 13 110 404
2023 20 8 5 12 20 11 9 7 10 19 121 424
2024 20 10 4 9 22 16 10 7 9 22 129 432

資料：一般社団法人日本施設園芸協会「大規模施設園芸・植物工場実態調査」
 太陽光型植物工場（概ね1ha以上の養液栽培施設）、太陽光・人工光併用型植物施設、人工光型施設のリスト掲載数
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【図表1-5-4】 令和４（2022）年農業産出額
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資料：農林水産省「令和４年生産農業所得統計」
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資料：総務省「平成26年経済センサス基礎調査結果」
注：「食料品関連事業所」とは、「経済センサス」

の産業分類における、食料品製造業、飲料・たばこ・
飼料製造業、飲食料品卸売業、各種商品小売業、飲食
料品小売業、飲食店、持ち帰り・配達飲食サービス業
を営む事業所を指す。

資料：関東農政局作成
注：関東は、平成31（2019）年４月現在、その他は、平

成28（2016）年度現在

資料: 農林水産省、「令和４年度６次産業化総合調査報告」

【図表1-6-1】 食料品関連事業所数（各都道府県平均） 【図表1-6-2】 食育活動の推進に係るネットワーク
会員数

【図表1-6-4】 全国に占める関東の農産物直売所等の状
況（全国=100％）販売金額の割合

【図表1-6-3】 全国に占める関東の農産物直売所等の状
況（全国=100％）事業所の割合

６ 食料の販売環境、物流等の状況

関東は鉄道網、道路網が発達するとともに、大規模な空港、港湾が整備され、物流面での条

件は他の地域よりも有利である。都市部と農村地域の経路上には、多くの農産物直売所や観光

農園が存在。大消費地を中心に多数の食料品関連事業所や教育機関が存在しており、産地と連

携した食育等も盛んに行われている。

〇 主要都市の大多数は、大消費地である東京から200km圏内に集中
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〇 物流等の状況

＊物流の2024年問題の影響

トラックドライバーの長時間労働是正のため、2024年度からトラックドライバーに時

間外労働の上限規制（年960時間）が適用。

物流効率化に取り組まなかった場合、労働力不足による物流需給がさらに逼迫するお

それがあり、コロナ前の2019年比で最大14.2％（4.0億トン）の輸送能力不足＊が起こ

ると試算。（物流の2024年問題）

さらに、2030年には、34.1％（9.4億トン）の輸送能力不足＊が懸念。

＊株式会社NX総合研究所試算（2022年11月11日）

 【図表1-6-5】 トラックドライバーの働き方改革

 【図表1-6-6】 「物流の2024年問題」の影響により不足する輸送能力試算（NX総合研究所）
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７ 農業経営体の状況

認定農業者数は、５万経営体で全国の約２割を占め、近年は横ばい傾向となっている。法

人については、全国と同様に増加している。

認定農業者の営農類型別では、単一経営が３万経営体（構成比61％）、複合経営が１万９

千経営体（同39％）。単一経営における営農類型を全国と比べると、「露地野菜」（関東の

構成比15％、全国の構成比８％）、次いで「果樹類」（同10％、同８％）などの割合が高く、

「稲作」（同12％、同18％）、「畜産」（同６％、同10％）の割合が低くなっている。

【図表1-7-1】 認定農業者数の推移

【図表1-7-2】 認定農業者の増減理由（令和５年（2023）３月末現在：関東管内）

【図表1-7-3】 営農類型別認定状況（令和５年（2023）３月末現在：関東管内）

資料：農林水産省「認定農業者の認定状況」
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〇 関東管内の農業者数は、平成27年の554,191戸から令和２年の456,892戸に減少
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８ 農地の状況

関東管内の令和４年（2022）年の耕地面積（田畑計）は、75万４千haで、24年前（平成10

年（1998）年）に比べて、14万１千ha（16％）減少した。

【図表1-8-1】 関東管内の耕地面積の推移

【図表1-8-2】 担い手への農地集積の状況（令和５（2023）年３月末時点集積率）

資料：農林水産省、関東農政局調べ

【図表1-8-3】 農業地域類型区分

26.4%

53.8%

16.1%

3.7%

都市的地域

平地農業地域

中間農業地域

山間農業地域

関東管内の経営耕地総面積の54％が平地農業地域、26％が都市的地域、16％は中山間地域及

び４％の山間農業地域に属している。
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